
2.3 飼育装置 
飼育装置上部に 45 cm × 30 cm の濾過機を設

置し、塩ビ管を通して水量調整容器に海水を導入
した。またエアー抜きをして海水が満たされたの
を確認してから海水を導入することで、各飼育容
器への流量を均一にすることに成功した。この独
立飼育装置により飼育容器同士での影響を排除
することが可能となった（図 4）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

３．サラサエビ飼育実験 
この飼育装置により、他の個体の影響を受けずに

長期の飼育実験が可能となり、サラサエビの成長お

よび繁殖生態についての実証実験を行うことができ
た。本飼育装置の応用範囲は広く、多様な小型ベン
トスの飼育に利用できると考えられる。引き続き装
置の改良に努め、より多くの飼育実験を行えるよう
にしたい。 

４．不具合 
飼育中は小型水槽用の海水濾過機を使用していた

が、台風や低気圧の影響で海が荒れて海水に異物が
多く混入した際には、しばしばフィルターやホース
にゴミや泥などが詰り、海水があふれ出るなどのト
ラブルがあった。またホース接続部のタッパーには
エアーが入り、空気が一定以上たまると海水がス
トップしてしまうことがあった 

５．まとめ 
この飼育装置を使うことにより均一な海水の供給

と、他の影響を受けずに飼育することが可能となっ
た。一方、フィルターやホースの目詰まりがあり、
使用者が定期的に確認して掃除するなど随時対応を
取る必要があった。今後は海水の大型濾過槽を設置
するなどの対応が必要である。今回の飼育装置製作
の試みにより、他個体の影響を受けない個別飼育を
流海水条件下で行うことが可能になった。この装置
の利用と改良によって、今後も多くの底生生物の飼
育実験を続けて行きたいと考えている。 
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概要 
菅平高原実験センターにおける安全管理に関して

技術職員が中心となり進めてきた活動とその内容を
報告する。 
 
キーワード：救急救命講習、応急手当、防災訓練 

１．はじめに 
菅平高原実験センター(以下：センター)では野外

フィールドを利用した活動が行われている。利用者
は筑波大学の学類生および大学院生以外に、他大学
からの学生や研究者、さらに地域の小中学生から高
齢者まで多岐にわたり、その数は年間 5000 人以上
になっている。また、センターは標高 1300 m に位
置し、医療機関や消防署からの緊急車両の到着時間
には 20 分以上を必要としているため、緊急事態へ
の対応が重要である。 
以上のことを踏まえ、センターでは技術職員が中

心となり、教職員と常駐学生、さらに現在養成して
いるボランティアスタッフも参加した自主防災訓練
や応急手当講習会ならびに自動体外式除細動器
(AED) 講習会を実施している。講習会は実技を交え
て定期的に実施することで、関係者の防災意識の向
上を促し、緊急時に対応できるスキルの習得を目指
している。  
平成 24 年度は 7 月 9 日午前に放水訓練、消火

訓練を行い、午後からは応急手当講習会を行った。
前年度の平成 24 年 1 月 13 日には救急救命講習
会を開催した。放水訓練・消火訓練は上田市消防団
菅平分団、その他の講習会については上田地域広域
連合消防本部真田消防署に講師を依頼した。また、
平成 24 年度からは、学内外の利用者にアレルギーに
対する健康診断問診票による問診調査を行い、今後
の受入れ態勢の改善を図った。なお、健康診断問診
票の利用は筑波大学では初の試みであるため、テス
トケースとして運用した。 

２．放水訓練 
放水訓練は、上田市消防団菅平分団員の指導のも

と開始した。センター内には 3 個所の消火栓が設置
されており、各消火栓付近に器具箱が設置されてい
る。今回は一個所の消火栓と器具箱を使用して訓練
を行った。 
訓練は始めに器具箱の説明を受け、器具箱の中に

消火栓の開閉に使用するレンチ、消防用ホース、ホー
スの先端に取り付ける筒先が収められていることを
確認した。続いてレンチを使用しての消火栓の開け
方、消防用ホースの接続方法、筒先の接続方法や持

ち方を受講した(図 1)。その後、消火栓に数本のホー
スを接続し、筒先を装着して放水を行った(図 2)。 
放水訓練は安全を考慮し、消火栓を全開にしなかっ
たため、放水時の水力は強く感じなかったが、放水
時の水量の多さは実感できた。 
実際の消火活動の際はエンジン付きのポンプを使

用するため、放水時の威力も段違いになるとのこと
であった。 

３．消火訓練 
消火訓練は、オイルパン(金属製のたらいのような

もの)に油を注ぎ、着火したものを消火対象として、
消火器の噴射時間と消火段階を確認し、消火器の使
用時に必要となる技術や力量を体得した。実践者以
外は、その様子を見学した(図 3)。 
消火器の噴出時間は十数秒であったが、消化能力

は高く、オイルパンの中の火は短時間で消火するこ
とが出来た(図 4)。しかし、火を目前にすると興奮
する様子が見られ、危険と思われる距離まで火に近
づいてしまう場面があった(図 5)。消火対象には適
切な距離を保てないと消火器の性能を十分に発揮で
きないだけでなく、自身の危険性も増してしまうた
め注意が必要であった。 

図 2. ホースを繋げての放水の見本

図 1. 消火栓と器具箱(右の赤い箱) 
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訓練に使用した消火器はハンドルを握って消火剤
を噴出させる構造で、強い握力を必要とするもので
はなかった。通常では使用することがない消火器を、
実際に使用して訓練ができたことは非常に良い経験
になった。 
今回の訓練は、上田市消防団菅平分団から消火器

の寄贈を受け、上田地域広域連合消防本部真田消防
署からはオイルパンを借用して消火訓練を行った。 

４．応急手当講習会 
応急手当講習会は、上田地域広域連合消防本部真

田消防署員の指導により実験研究棟内の講義室で
行った。 
 講習会はまず、実技を交えながら三角巾の使用方
法を受講した。三角巾は清潔な状態で保管してある
ため、使用前に汚してしまわないように取扱いには
注意が必要であること、折り畳む回数により幅や形
状が変わり、使用用途に応じて柔軟に対応すれば良

いという説明を受けた。三角巾を使用した応急手当
として、頭部の保護方法(図 6)、足首の捻挫に有効
な固定方法(図 7)、止血時の使用方法、骨折時の固
定方法等の実技訓練を受けた。その後、蜂刺されや
熱中症への対策と対処方法の指導、センターのよう
な場所で発生する可能性のある怪我や事故について
質疑応答を行い、さらに講師の体験談などを聞き終
了した。 

５．救急救命講習会 
救急救命講習会は、上田地域広域連合消防本部真

田消防署員による指導で行い、センター教職員、常
駐学生、ボランティアスタッフが参加した。この講
習会は、AED が 2011 年 5 月に配備されたことを機
会に使用方法を習得することを目的に企画・開催し
た。AED の使用方法を把握している参加者もいた
が、多くの参加者は目にするのも初めてという状態
であった。また、センター関係者の多くが AED に
ついての知識が乏しく、緊急事態に備え講習会を実
施した。 
講習会の実技は、救急救命で一番重要になる胸部

圧迫(心臓マッサージ)と人工呼吸から開始した(図 
8)。実物大の人型模型を使用して、安全確認、意識
確認、呼吸確認、手助けや通報の要請、そして胸部
圧迫と人工呼吸という一連の救護手順を学んだ。胸
部圧迫は、ひじを曲げると効果的でないことや、適
切に行うためには力が必要になることを理解するこ
とが出来た。人工呼吸では、効果的に息を吹き込む
ためには強く行う必要があることが理解できた。胸
部圧迫は絶え間なく行う必要があるため、男性でも
体力が必要で、救急隊員も 2 分ごとに交代しながら
行うようにしているということだった。続いて 
AED についての講習を受けた(図 9)。 AED は数年
前と比べると種類が増え、メーカーや製造年によっ
て形状や手順に違いがあるが、基本的には電源を入

図 5. 消火対象まで至近距離だった場面 

図 4. 教員による消火訓練の様子 

図 3. 消防団員によるデモンストレーション 

図 7. 三角巾で足首を固定する参加者 

図 6. 頭部を三角巾で覆う参加者 

れ、流れる音声案内に従って落ち着いて行動すれば
問題なく操作できることが分かった。 
最後に救護者の搬送方法の講習を行った。救護者

の基本的な搬送方法に加え、担架がない場合に身近
なものを使う方法や、一人または二人で救助者を動
かすコツ、動かせない場合の回復体位などの応用救
護を交えた実技講習を受けた。 

６．健康診断問診票の作成 
センターのような野外フィールドをもつ機関では、

アレルギー対策が重要になる。その対策の一つとし
て筑波大学では初の試みとなる健康診断問診票を作
成し、学内外の利用者に対して問診調査を行い、今
後の利用者のために、受入れ態勢の改善を図った。 
問診票を作成するに当たっては個人情報であるこ

とと、取得した情報の使用方法などについてセン
ター会議で議論を重ねた。「問診票を集めたところ
で、すべてに対応することができないなら、集める 
べきではない。」という意見や、「大学として対応
する前に部局で対応して良いのか？」等の意見が出
された。議論の結果、問診票は、テストケースとし
て作成・利用し、その結果は考察し、大学に働きか
けるということになり問診票の作成が進められた。
問診票の対象は、筑波大学が実施する授業・実習・
講座等でセンターを利用する宿泊者が対象である。 
本年度の問診票による調査は、実習が始まる前に

行った。問診票は実習期間内において保管・管理し、
実習終了後に各自に返却した。また、問診結果は個
人情報として細心の注意を払い管理した。 

問診調査の結果、参加者のアレルギー情報や体調
を把握することが出来た。回答内容には紫外線アレ
ルギー・植物アレルギー・食物アレルギー・既往症
等の記述があり、受け入れ側としての態勢を整える
ことが出来た。また、食べ残しの理由が判明するな
ど、生活面においた理解を深めることが出来た。 
利用者への問診は、受け入れ側として、これまで

気に留めていなかったアレルギー対策について考え
る機会が与えられ、今後に生かすことができた。現
在の問診票は改訂版であるが、利用を続けながらさ
らなる改訂を行い、より使いやすい問診票にしてい
きたい。 

７．まとめ 
防災訓練や講習会には、職員と多数の利用者が参

加した。これは参加者の安全管理や防災に関する意
識が高いことを示している。 
このような訓練活動の成果は、本来は生かされな

い方が良いが、何時、何処で、何が起こるかは予測
不可能である。緊急時には迅速な対応が求められる
ため、教育・訓練が重要である。今後も緊急事態に
備えて、定期的に防災訓練や安全管理の講習会を計
画・実施する予定である。 

８．謝辞 
防災訓練と講習会の開催にあたり、上田市真田地

域自治センター水道局、上田地域広域連合消防本部
真田消防署、上田市消防団菅平分団の皆様に様々な
便宜を図っていただきました。深く感謝いたします。 

図 9. AED を使用する参加者 

図 8. 胸部圧迫を行う常駐学生 

図 10. 健康診断問診票(改訂版)

72

筑波大学技術報告 
33: 71 - 74,　2012



訓練に使用した消火器はハンドルを握って消火剤
を噴出させる構造で、強い握力を必要とするもので
はなかった。通常では使用することがない消火器を、
実際に使用して訓練ができたことは非常に良い経験
になった。 
今回の訓練は、上田市消防団菅平分団から消火器

の寄贈を受け、上田地域広域連合消防本部真田消防
署からはオイルパンを借用して消火訓練を行った。 

４．応急手当講習会 
応急手当講習会は、上田地域広域連合消防本部真

田消防署員の指導により実験研究棟内の講義室で
行った。 
 講習会はまず、実技を交えながら三角巾の使用方
法を受講した。三角巾は清潔な状態で保管してある
ため、使用前に汚してしまわないように取扱いには
注意が必要であること、折り畳む回数により幅や形
状が変わり、使用用途に応じて柔軟に対応すれば良

いという説明を受けた。三角巾を使用した応急手当
として、頭部の保護方法(図 6)、足首の捻挫に有効
な固定方法(図 7)、止血時の使用方法、骨折時の固
定方法等の実技訓練を受けた。その後、蜂刺されや
熱中症への対策と対処方法の指導、センターのよう
な場所で発生する可能性のある怪我や事故について
質疑応答を行い、さらに講師の体験談などを聞き終
了した。 

５．救急救命講習会 
救急救命講習会は、上田地域広域連合消防本部真

田消防署員による指導で行い、センター教職員、常
駐学生、ボランティアスタッフが参加した。この講
習会は、AED が 2011 年 5 月に配備されたことを機
会に使用方法を習得することを目的に企画・開催し
た。AED の使用方法を把握している参加者もいた
が、多くの参加者は目にするのも初めてという状態
であった。また、センター関係者の多くが AED に
ついての知識が乏しく、緊急事態に備え講習会を実
施した。 
講習会の実技は、救急救命で一番重要になる胸部

圧迫(心臓マッサージ)と人工呼吸から開始した(図 
8)。実物大の人型模型を使用して、安全確認、意識
確認、呼吸確認、手助けや通報の要請、そして胸部
圧迫と人工呼吸という一連の救護手順を学んだ。胸
部圧迫は、ひじを曲げると効果的でないことや、適
切に行うためには力が必要になることを理解するこ
とが出来た。人工呼吸では、効果的に息を吹き込む
ためには強く行う必要があることが理解できた。胸
部圧迫は絶え間なく行う必要があるため、男性でも
体力が必要で、救急隊員も 2 分ごとに交代しながら
行うようにしているということだった。続いて 
AED についての講習を受けた(図 9)。 AED は数年
前と比べると種類が増え、メーカーや製造年によっ
て形状や手順に違いがあるが、基本的には電源を入

図 5. 消火対象まで至近距離だった場面 

図 4. 教員による消火訓練の様子 

図 3. 消防団員によるデモンストレーション 

図 7. 三角巾で足首を固定する参加者 

図 6. 頭部を三角巾で覆う参加者 

れ、流れる音声案内に従って落ち着いて行動すれば
問題なく操作できることが分かった。 
最後に救護者の搬送方法の講習を行った。救護者

の基本的な搬送方法に加え、担架がない場合に身近
なものを使う方法や、一人または二人で救助者を動
かすコツ、動かせない場合の回復体位などの応用救
護を交えた実技講習を受けた。 

６．健康診断問診票の作成 
センターのような野外フィールドをもつ機関では、

アレルギー対策が重要になる。その対策の一つとし
て筑波大学では初の試みとなる健康診断問診票を作
成し、学内外の利用者に対して問診調査を行い、今
後の利用者のために、受入れ態勢の改善を図った。 
問診票を作成するに当たっては個人情報であるこ

とと、取得した情報の使用方法などについてセン
ター会議で議論を重ねた。「問診票を集めたところ
で、すべてに対応することができないなら、集める 
べきではない。」という意見や、「大学として対応
する前に部局で対応して良いのか？」等の意見が出
された。議論の結果、問診票は、テストケースとし
て作成・利用し、その結果は考察し、大学に働きか
けるということになり問診票の作成が進められた。
問診票の対象は、筑波大学が実施する授業・実習・
講座等でセンターを利用する宿泊者が対象である。 
本年度の問診票による調査は、実習が始まる前に

行った。問診票は実習期間内において保管・管理し、
実習終了後に各自に返却した。また、問診結果は個
人情報として細心の注意を払い管理した。 

問診調査の結果、参加者のアレルギー情報や体調
を把握することが出来た。回答内容には紫外線アレ
ルギー・植物アレルギー・食物アレルギー・既往症
等の記述があり、受け入れ側としての態勢を整える
ことが出来た。また、食べ残しの理由が判明するな
ど、生活面においた理解を深めることが出来た。 
利用者への問診は、受け入れ側として、これまで

気に留めていなかったアレルギー対策について考え
る機会が与えられ、今後に生かすことができた。現
在の問診票は改訂版であるが、利用を続けながらさ
らなる改訂を行い、より使いやすい問診票にしてい
きたい。 

７．まとめ 
防災訓練や講習会には、職員と多数の利用者が参

加した。これは参加者の安全管理や防災に関する意
識が高いことを示している。 
このような訓練活動の成果は、本来は生かされな

い方が良いが、何時、何処で、何が起こるかは予測
不可能である。緊急時には迅速な対応が求められる
ため、教育・訓練が重要である。今後も緊急事態に
備えて、定期的に防災訓練や安全管理の講習会を計
画・実施する予定である。 

８．謝辞 
防災訓練と講習会の開催にあたり、上田市真田地

域自治センター水道局、上田地域広域連合消防本部
真田消防署、上田市消防団菅平分団の皆様に様々な
便宜を図っていただきました。深く感謝いたします。 

図 9. AED を使用する参加者 

図 8. 胸部圧迫を行う常駐学生 

図 10. 健康診断問診票(改訂版)
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概要 
2010 年から西駒実験地(森林)と菅平実験地(草原)

で開始した温暖化実験は、今年で 3 年目を迎えた。
装置にはこれまでいくつか改良を行い、温暖化効率
の向上に努めてきた。また積雪による破損を経験し、
維持管理についても多くを学んだ。 
本報告では作業の様子、装置の温暖化効率と安定

的な観測方法、維持管理方策について報告する。 
 
キーワード：温暖化実験、オープントップチャン

バー(OTC)、野外操作実験 

１．はじめに 
2010 年に筑波大学・信州大学・岐阜大学を中心と

する中部山岳大学間連携事業が行う温暖化実験のた
めの温暖化実験装置(105×105×210 cm)を開発・設置
した。装置はポリカーボネート製の波板で四方を
囲った、天井開放(オープントップチャンバー)方式
である(図 1)。装置には一年中波板を取り付けてお
く通年温暖区用装置(以下：通年用装置)と積雪期に
は波板を取り外してしまう夏季温暖区用装置(以
下：夏季用装置)の二種類がある。 

西駒実験地は中央アルプス将棊ノ頭直下にある信
州大学農学部附属アルプス圏フィールド科学教育研
究センター西駒ステーション内の標高 2500 m から 
2600 m の山岳森林限界周辺にある(図 2)。周辺はオ
オシラビソ帯とハイマツ帯の間で、樹高 4 m ほどの
ダケカンバの下には低木等が生える平均斜度 35 度
前後の急斜面である。ここに通年用装置 5 基と夏季
用装置 5 基の計 10 基を設置した。また、装置の維
持管理のため、初夏と秋の年二回実験地を訪れる必

要があった。本年(2012 年)は初夏の作業を 6 月上
旬に、秋の作業を 9 月中旬に行った。 
菅平実験地は筑波大学菅平高原実験センター内の

標高 1350 m のススキ草原にある。夏の草丈は 3 m
以上になる平均斜度 6 度の毎年秋に地上部の刈取
りを行う草原である。ここに通年用装置を 5 基設置
した。 
本年度の西駒実験地での作業の様子、装置の温暖

化効率と安定的な観測条件の検討、積雪への対応か
ら学んだ維持管理方策について報告する。 

 

２．2012 年初夏の作業開始 
6 月 4～5 日に初夏の作業を行うため、信大関係

者 6 名とセンター教職員 4 名で実験地に向かった。 
2011 年初夏の作業は 7 月上旬に行ったが、実験

地周辺に雪は全く見当たらない状況であった。本年
はかなり早い時期から打ち合わせを行い、昨年より
約一か月早めた日程になった。これは田中准教授か
ら夏季用装置は、装置周辺の雪が解けてなくなる前
(装置内やその周辺が残雪で覆われている状態)に波
板を取り付けたいという要望があったからである。
また昨年は 2 名での作業となったが、本年は 10 名
で作業を行うことができた。 
初夏は 1)上部が破損している装置の修復、2)倒壊

した装置の再設置、3)気温データロガー(以下:ロ
ガー)用支柱の交換、4)夏季用装置の波板装着の 4 
つの作業を予定していた。装置の修復に必要な約 40 
kg の道具と材料を 10 名の参加者が手分けをして
担ぎ上げた。また 6 月上旬は実験地近くにある西駒
山荘が休業期間のため、西駒ステーション内にある

図 2. 実験地の位置 

図 1. 設置した実験装置(2010 年 9 月) 
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